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論文の内容の要旨

　この論文では2次元複素解析空問の正規特異点の多重種数1δml　m∈wについての研究が行なわれた。リーマ

ン面の種数に対応するものとして，正規孤立特異点には幾何種類と呼ばれる不変量があるが，特異点の特徴を記

述するのには十分ではない。そこで幾何種数を多重化したものが正規孤立特異点の多数種数δmである。多重種

数1δ■は特異点の解析的不変量の無限列である。これまでは1δ醐1の漸近的挙動が研究され，

1Og－CanOniCa1特異点が，すべての自然数鰍についてδm≦；ユとなる特異点として特徴付けられていた。

　この論文の主な結果は，2次元正規特異点を本質的に有限個の多重種数による特徴付けを行ったことである。

すなわち，Go．e鮒ein特異点の多重種数は幾何種数と双対グラフで決定され，有限個の多項式で巡回的に表せる。

そのことから1og－cano双ica1特異点の特徴付けとしては，δFδ6＝Oならば商特異点であり，δ亘4＝O又はδ1

＝O＜δ2かつδ14＝ユならば1og－can㎝ica1特異点となり，さらにδFδ4＝δ6：1ならば単純楕円型となるか

カスプ特異点となることを証明した。

審査の結果の要旨

　2次元正規特異点について，多重種数は本質的には有限個の基本的な情報しか含んでいないという予想は優れ

た着想である。さらにGorenstein特異点に関連した結果として，δ2の表現公式が得られ，この公式からδF1

かつδ2く2となるGore蚊ein特異点の双対グラフを分類することが出来る。又超局面特異点の場合には，それ

らはモジュラス数が2以下となるものの双対グラフと一致し，アーノルドの分類を含むものである。さらに幾何

種数，δ2，Mi1nor数，Tjurina数とモジュラス数の関係式が得られ，δ2が正規特異点の分類論と変形理論の双

方を結び付ける重要な不変量であることを明らかにしたことは高く評価できるものである。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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